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市 役 所からのお知らせ

シリーズで勝部市長の仕事を紹介します

勝部市長の

お仕事百景

　依然として進まない東京電力からの放射
能汚染関係の賠償。賠償紛争解決センター
へ和解仲介の申し立てを行いました。請求
に関しての早期の支払いなどを要望しまし
た。また、環境省にも行って放射性物質対
策の協議。側溝土砂の処理などについて国
の方針を示すよう強く要望しました。

　市の管理職研修で「公務に対する強い意
識を」をテーマに講話しました。内容は▶コ
スト意識▶複合的な発想で予算要求より事
業評価を重点に▶戦略の意味―など。良質
の行政サービスを提供することは私たちの
大きな任務。公務というものを常に頭にお
いて仕事に向き合ってほしいと思います。

1/9 市管理職職員研修講話

原子力損害賠償紛争解決セ
ンターに和解仲介申し立て
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コ
ン
ク
ー
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い
ち
の
せ
き
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３
年
連
続
全
国
へ

市税などの納付は口座振替が便利です

一関市住宅用高効率給湯器導入事業
補助金の終了
問本庁生活環境課☎㉑8342

　高効率給湯器等設置促進事業補助金は、市

民の省エネ意識が高まり、高効率給湯器の普及

促進が図られたため本年度で終了します。今後、

補助金を活用しての導入を考えている人は、事

前に申請し、3月末までに設置を完了させてくだ

さい。

全国瞬時警報システム（J‐アラート）
自動起動装置の運用を開始
問一関市消防本部防災課☎㉕5913

　市は、国から配信された緊急情報を瞬時に住

民に知らせる「全国瞬時警報システム」（Ｊ-ア

ラート）自動起動装置を２月17日から運用しま

す。Ｊ-アラートは、国から送信される国民保護

に関する情報や緊急地震速報などの情報をさま

ざまな情報伝達手段で皆さんにお知らせするシ

ステムです。伝達手段は、ＮＴＴドコモ、ａｕ、ソ

フトバンクに対応した「緊急速報メール」と「Ｆ

Ｍあすも緊急告知自動起動放送」で、情報項目

は①弾道ミサイル情報②航空攻撃情報③ゲリ

ラ・特殊部隊攻撃情報④大規模テロ情報⑤①～

④のほかに、緊急に住民に伝達することが必要

な国民保護に関する情報⑥最大予想震度５弱以

上の緊急地震速報です。また、現在整備中の防

災行政情報システムの工事完了後は、同様の緊

急情報が自動起動により放送される予定です。

市排水設備指定工事店の
新規指定申請を受け付け
問上下水道部下水道課普及係☎内8582

◇受付期間…3月3日㊊～ 19日㊌（土日を除く）

８時30分～ 17時15分◇場所…市上下水道部

下水道課普及係(市役所本庁５階 )◇申請方法

…下水道課備え付けの申請書に必要事項を記入

の上、直接下水道課へ提出◇資格…市内で新た

に排水設備指定工事店の指定を受けようとする

次の①～④の要件を満たす人①営業所ごとに、

排水設備工事責任技術者が１人以上専属してい

る②工事の施工に必要な機械器具を有している

③岩手県内に排水設備工事店の営業所を有する

④法律上の行為能力が認められていないことな

どの欠格要件に該当しない

INFORMATION

市税などの納付は安全、確実で便利な口座振替納付を勧め

ています。税通知書、納付書、預金通帳、通帳届出印鑑を持
参して銀行、郵便局などの窓口で手続きしてください。3月
から市役所本庁収納課または各支所市民課など市役所窓
口でも手続きができます。
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林
産
物
の
放
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村
産
大
豆
が
検
査
前
に
出
荷

問本庁収納課☎㉑8261

●麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン

1期救済事業
　昨年、麻しん風しん混合（MR）ワ

クチンが不足する事例が発生しまし

た。ワクチン不足を考慮して、１期接
種救済事業を行います。希望者は母
子健康手帳を持参して手続きし、期
限内に接種してください。
◇対象者…23年4月2日～ 24年1

月31日生まれのMR1期未接種者
◇申請・接種期限…3月31日㊊

●ジフテリア破傷風（DT）接種
　「ジフテリア破傷風二種混合ワク

チン第2期（DT）」の定期予防接種
の期限は3月31日㊊です。対象は小
学6年生です。未接種の人は、期限
内に接種してください。

◇広報誌の部（参加点数20点）
順位 広報誌 市町村

1位 広報ひろの 8月1日号 洋野町 代表

2位 広報いちのせき 12月15日号 一関市 代表

2位 広報遠野 9月5日号 遠野市

3位 広報おうしゅう 11月14日号 奥州市

3位 紫波ネット 11月13日号 紫波町

奨励賞 広報はちまんたい 2月7日号 八幡平市

奨励賞 広報くずまき 12月1日号 葛巻町

◇写真の部　一枚写真（参加点数61点）
順位 広報誌 市町村

1位 広報もりおか 2月1日号 盛岡市 代表

2位 広報にしわが 1月25日号 西和賀町

2位 広報いちのせき 12月15日号 一関市

3位 広報遠野 6月6日号 遠野市

3位 広報みやこ 8月1日号 宮古市

3位 広報にのへ 2月7日号 二戸市

◇写真の部　組み写真（参加点数 30点）
順位 広報誌 市町村

1位 広報ふだい 2月1日号 普代村 代表

2位 広報いちのせき 10月15日号 一関市

2位 広報いわてまち 12月15日号 岩手町

3位 広報遠野 6月6日号 遠野市

◇映像の部（参加点数20点）
順位 タイトル 市町村

入選
前へ進もう～普代村・東日本大
震災からの復興の記録～ 普代村 代表

㊤組み写真の部で 2位に入選
した 10月 15日号
㊧広報紙の部で全国広報コン

クールに推薦された 12月 15

日号。表紙写真は一枚写真の
部でも 2位に

　
「
平
成
25
年
度
岩
手
県
市
町
村
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
」（
県
、
岩
手
日
報
社
、

県
広
報
協
議
会
主
催
）で
広
報
い
ち

の
せ
き「
Ｉ-
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」
が
広
報

紙
、一
枚
写
真
、
組
み
写
真
の
３
部
門

で
入
選
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
広
報

誌
は
３
年
連
続
で
県
代
表
と
な
り
、

現
在
、
日
本
広
報
協
会
主
催
の
全
国

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、25
年
中
に
発

行
さ
れ
た
県
内
自
治
体
の
広
報
媒
体

を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
広
報

紙
の
部
に
20
点
、一
枚
写
真
の
部
に
61

点
、組
み
写
真
の
部
に
30
点
、映
像
の

部
に
20
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

本
市
の
入
選
作
品
は
、広
報
紙
が
12

月
15
日
号
、一
枚
写
真
が
12
月
15
日
号

（
表
紙
）、組
み
写
真
が
10
月
15
日
号

（
16
、17
ペ
ー
ジ
）で
い
ず
れ
も
２
位
。

　

広
報
紙
12
月
15
日
号
は
、
Ａ
４
判

36
ペ
ー
ジ
。
特
集「
一
関
で
働
こ
う
」

は
、
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に

は
、「
働
く
」
時
間
を
ど
う
過
ご
す
か

が
重
要
と
い
う
視
点
か
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
物
や
職
場
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
、一
人
一
人
の「
働
く
」に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
審
査
で
は
▼「
働
く
」こ

と
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察
し

た
完
成
度
の
高
い
特
集
▼
伝
え
た
い

こ
と
が
明
確
で
、
洗
練
さ
れ
て
い
る
▼

中
学
生
や
高
校
生
に
も
読
ん
で
ほ
し

い
▼
読
者
目
線
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
デ

ザ
イ
ン
―
な
ど
の
高
い
評
価
を
受
け

ま
し
た
。

　

一
枚
写
真
で
入
選
し
た
同
号
表
紙

は
、
91
歳
の
現
在
も
元
気
に
仕
事
に

励
む
大
東
町
の
白
澤
力
男
さ
ん
を

フ
ォ
ー
カ
ス
。
10
月
15
日
号
の

組
み
写
真「
唯
一
無
二
」
は
、
藤

沢
町
の
古
民
家
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
開
か
れ
た
５
人
展
を
リ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
２
ペ
ー

ジ
見
開
き
で
伝
え
ま
し
た
。

　
「
Ｉ-

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」は
、
多
く

の
人
の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
情
報
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、そ
し
て
毎
月
手
に
と
っ
て
読

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は「
人
」で
す
。

「
Ｉ-

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」は
、こ
れ
か
ら
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
情
報
誌

を
目
指
し
ま
す
。

問
本
庁
市
政
情
報
課
☎
㉑
８
１
８
２

大
豆
流
通
に
関
す
る
情
報

提
供
の
お
願
い

　

国
か
ら
出
荷
制
限
が
指
示
さ
れ

て
い
る
千
厩
町
の
旧
磐
清
水
村

産
の
大
豆
は
、
放
射
性
物
質
検
査

（
全
袋
検
査
）
で
基
準
値
（
１
０
０

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
）
以
下
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
出
荷
な

ど
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ほ
ど
、
全
袋
検

査
前
の
旧
磐
清
水
村
産
大
豆
が
出

荷
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

市
は
、
出
荷
制
限
区
域
の
大
豆

管
理
計
画
に
基
づ
く
管
理
を
徹
底

す
る
た
め
、
国
や
県
の
指
導
の
下

で
検
査
前
に
出
荷
さ
れ
た
大
豆
の

自
主
回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。
昨

年
12
月
15
日
か
ら
31
日
ま
で
の
間

に
、
千
厩
町
内
の
産
直
施
設
で
大

豆
（
黒
ま
た
は
青
３
２
０
㌘
入
り

袋
）
を
購
入
さ
れ
た
人
（
す
で
に

消
費
し
た
人
を
含
む
）
や
心
当
た

り
の
あ
る
人
は
、
左
記
ま
で
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
前
に
出
荷
さ
れ
た

大
豆
と
同
じ
農
地
で
収
穫
さ
れ
た

大
豆
を
検
査
し
た
結
果
、
放
射
性

物
質
は
基
準
値
以
下
で
あ
り
、
安

全
性
に
問
題
は
な
い
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

問
本
庁
農
政
課
農
産
物
流
通
係
☎

㉑
８
４
２
７
ま
た
は
千
厩
支
所
産

業
経
済
課
☎
�
３
９
６
２

大
豆
は
一
部
を
除
き

出
荷
・
販
売
可
能
に

　

大
豆
の
出
荷
前
検
査
は
、
県
の

「
県
産
農
林
水
産
物
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
検
査
計
画
」
に
基
づ
き

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
１
月
10
日

に
旧
舞
川
村
の
検
査
結
果
が
公
表

さ
れ
、
現
在
出
荷
制
限
指
示
さ
れ

て
い
る
旧
磐
清
水
村
以
外
の
全
区

域
で
出
荷
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

大
豆
出
荷
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
本
庁
農
林
部
農
政
課
ま
た
は

支
所
産
業
経
済
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
農
政
課
農
産
物
流
通
係
☎

㉑
２
１
１
１
（
内
線
８
４
２
７
）

各種ワクチンの接種を　問健康づくり課（一関保健センター内）
☎㉑2160または各支所保健福祉課

生活再建住宅支援事業の
期間を延長します

東日本大震災で被災した住宅、宅地の復旧支援事業「生

活再建住宅支援事業」は平成25年度で終了予定でした

が、期間を延長し平成26年度も継続します。詳しくは下

記に問い合わせてください。

問本庁建築住宅課☎㉑8532または各支所建設課


